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春
の
扉
を
ひ
ら
く 

　
　
　
　
　
桃
の
花 

・
・ 

・
・

　
陶
淵
明
が
描
い
た
「
桃
花
源
記
」

の
理
想
郷
に
、
桃
は
杣
木
、
邪
気

を
祓
う
と
の
説
を
思
い
つ
ゝ
、
暦

を
め
く
れ
ば
弥
生
三
月
。
”好
き
な

木
を
叩
い
て
少
年
卒
業
す
”
靖
子

さ
ん
の
一
句
が
か
す
め
る
。
受
験
、

卒
業
と
哀
歓
の
譜
も
多
々
な
三
月

で
あ
る
。
▼
奥
八
女
発
信
『
世
界

子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
』
も

20
周
年
記
念
日
を
迎
え
る
。
熊
本

南
関
か
ら
の
応
募
少
年
清
田
耕
史

君
「
僕
の
家
に
は
八
回
か
ら
十
六

回
ま
で
の
九
冊
の
作
品
集
が
あ
り
、

家
族
の
宝
物
。
記
念
の
植
樹
の
成

長
を
春
見
に
い
く
の
が
楽
し
み
」

と
の
嬉
し
い
便
り
。
▼
去
る
二
月

に
は
八
女
文
連
の
牛
島
会
長
さ
ん

ら
と
同
道
、
熊
本
近
代
文
学
館
へ
。

館
長
井
上
智
重
さ
ん
は
八
女
出
身
。

お
り
か
ら
開
催
中
の
「
モ
ダ
ン
都
市
・

ク
マ
モ
ト
の
山
頭
火
意
外
伝
」
を

懇
切
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
ゞ
く
。

▼
山
頭
火
と
い
え
ば
、
八
女
公
園

に
建
立
で
も
知
ら
れ
る

”う
し
ろ

姿
の
し
ぐ
れ
て
ゆ
く
か
”
の
俳
人
。

放
浪
、
流
転
、
愚
に
生
き
た
生
涯

と
語
ら
れ
る
が
、
意
外
伝
と
は
熊

本
滞
在
、
大
正
五
年
代
の
生
活
。

妻
サ
キ
ノ
さ
ん
と
古
本
屋
、
額
縁

店
を
営
ん
で
い
る
。
”さ
さ
や
か
な

店
を
ひ
ら
き
ぬ
桐
青
し
”
”乞
食
が

ぢ
っ
と
覗
き
を
る
陳
列
窓
の
夕
日
影
”

こ
ん
な
句
か
ら
も
こ
の
頃
は
夫
婦

睦
ま
じ
き
暮
ら
し
。
そ
し
て
「
踏

み
し
め
て
強
い
句
を
吐
き
た
い
」

と
力
説
の
日
記
。
井
上
館
長
の
明

快
な
解
説
に
感
謝
。
こ
の
あ
と
、

横
井
小
楠
記
念
館
へ
。 

※ 三池港の潮ごよみがついています 

春分の日 

筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日 
　総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日 
　筑後市立病院 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

 なんでも人権相談所 
　　　  （広川町はなやぎの里） 
 

   なんでも人権相談所 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
 

 不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

松尾弁財天縁日（立花町） 
八女地区春の農業まつり 
　～６日　日通ペリカン便跡地 
　　　  （八女伝統工芸館北側） 
 

 

べんがらの日（べんがら村） 
 

親子deふれ愛 
はーとふるちっご子育てフェスタ 
　　　　　　（サザンクス筑後） 

なんでも人権相談所 
　　　　  （立花市民センター） 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
 

人生史サークル黄櫨の会 
　　　　　　  （八女福祉会館） 

お風呂の日　（べんがら村） 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　　（三加和温泉） 
 

　　　　　　　　　　（上陽町） 

滝の宮不動尊春の大祭 
日向神ダムさくらウオーク 
　　　　　　  （八女歩こう会） 

八女中央大茶園ウオーク 
　  （吉田ウオーキングクラブ） 

世界子ども愛樹祭コンクール 
授賞式　　　　　　　（矢部村） 

JR九州ウオーキング 
　　　　　　　  （船小屋地区） 

 

 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　８月４日・18日 
黒 木 町 ふ じ の 里　８月４日・18日 
上陽町地域福祉センター　８月11日・25日 
立 花 町 か が や き　８月11日・25日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　８月６日 
黒 木 町 ふ じ の 里　８月20日 
上陽町地域福祉センター　８月27日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　８月６日 
八女市社会福祉会館　８月20日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

 
くろぎふるさと日曜市 
　毎週日曜日 
上陽ふるさと市 
　毎週土曜日 

べんがらの日（べんがら村） 
定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161

 

   

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　３月2日・16日・30日 
黒 木 町 ふ じ の 里　３月２日・16日 
上陽町地域福祉センター　３月９日・23日 
立 花 町 か が や き　３月９日・23日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　３月11日 
黒 木 町 ふ じ の 里　３月18日 
上陽町地域福祉センター　３月25日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里 
　３月11日 
八女市社会福祉会館 
　３月18日 

 

 

  

宗猛さん講演会 
　　　　　　　　  （サンコア） 
 

しゃくなげまつり　 
　　　　　　　   4/3（矢部村） 

ちっご三土市 
オープンイベント　 
　　　　  （筑後市中央商店街） 
 

なんでも人権相談所 
　　  （黒木地域交流センター） 
 

  

詩
人 

椎 

窓   

猛 

「クラッシー」は毎月発行します。紹介したい地域の行
事や趣味のサークル、愉快な仲間達その他読者を楽しく
させ、元気づけ人や社会のお役に立つ原稿を募集します。 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上 陽 ふ る さ と 市　毎週土曜日 
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呟き 

  

　
今
年
の
冬
は
寒
さ
続
き
、
釣
り
へ
の
欲

求
を
萎
え
さ
せ
る
。
と
言
い
つ
つ
も
、
寒

さ
が
緩
め
ば
い
ざ
出
陣
の
準
備
は
出
来
て

い
る
の
だ
が
、
好
天
に
限
っ
て
所
用
の
仕

事
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
。 

　
山
の
神
同
伴
の
温
泉
も
、
今
年
に
入
り

平
山
、
山
鹿
、
玉
名
と
回
を
重
ね
て
い
る
。

温
泉
も
良
い
が
、
海
へ
行
け
な
い
と
ま
す

ま
す
思
い
が
募
る
の
も
事
実
で
あ
る
。 

　
し
か
し
、
天
候
や
海
況
に
細
心
の
注
意

を
払
わ
ね
ば
、
冬
の
海
は
極
め
て
危
険
だ
。 

海
へ
出
ら
れ
な
い
辛
い
休
日
に
は
、
何
も

す
る
事
が
な
い
か
と
い
え
ば
、
あ
る
の
は

あ
る
。
例
え
ば
道
具
の
手
入
れ
。
竿
や
リ

ー
ル
、
大
物
に
備
え
て
の
ワ
イ
ヤ
ー
仕
掛

け
の
作
製
と
、
錆
や
劣
化
の
チ
ェ
ッ
ク
等
。

特
に
竿
に
関
し
て
は
十
人
十
色
。
「
石
鯛

釣
り
」
と
い
う
狭
い
ジ
ャ
ン
ル
に
身
を
置

く
輩
に
は
、
か
な
り
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ

る
。
長
さ
や
硬
さ
や
調
子
、
果
て
は
素
材
、

デ
ザ
イ
ン
迄
、
徹
底
的
に
こ
だ
わ
る
事
も

珍
し
く
は
な
い
。 

そ
れ
だ
け
思
い
入
れ
が
強
い
と
、
愛
着
が

わ
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
潤

滑
油
や
ワ
ッ
ク
ス
、
椿
油
等
を
軟
ら
か
い

布
で
優
し
く
拭
き
あ
げ
、
い
つ
の
日
に
か

対
峙
す
る
大
物
と
の
格
闘
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
の
そ
の
作
業
は
、
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
う
。 

　
写
真
は
左
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
作
り
の

竹
竿
、
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
製
の
孤
礁
、
屋
久

石
鯛
、
ボ
ロ
ン
怒
涛
、
ボ
ロ
ン
無
双
石

鯛
。
私
に
と
っ
て
ど
れ
も
大
切
な
宝
物

で
あ
る
。 

磯
の
旅
人 

   

　
新
聞
で
ま
た
も
や
盲
目
の

人
が
電
車
の
ホ
ー
ム
か
ら
転

落
し
た
と
い
う
記
事
。
最
近

多
い
。
朝
の
人
ご
み
ラ
ッ
シ

ュ
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
わ
か

り
に
く
か
っ
た
ら
し
い
。 

　
子
ど
も
達
が
学
校
で
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
習
っ
た
。

産
地
の
食
材
を
売
っ
て
い
る

『
道
の
駅
』
に
立
ち
寄
っ
た

時
の
こ
と
、
私
は
何
の
気
に

も
留
め
ず
に
店
の
入
口
を
歩

い
て
い
る
と
、
「
こ
ん
な
所

に
も
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る

よ
！
で
も
こ
れ
じ
ゃ
、
目
が

見
え
な
い
人
は
ぶ
つ
か
る
ん

じ
ゃ
な
い
と
？
」
と
、
子
ど

も
達
が
言
う
。
見
る
と
、
親

切
に
店
の
前
の
通
路
に
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
が
施
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
途
中
、
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
上
に
、
お
客
さ
ん
が

座
っ
て
寛
ぐ
よ
う
に
と
バ
ン

コ
が
出
さ
れ
て
い
た
。
き
っ

と
私
だ
け
だ
っ
た
ら
気
づ
か

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
涼
し
い

顔
を
し
て
そ
こ
に
座
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ッ
と
、

子
ど
も
に
教
え
ら
れ
た
出
来

事
だ
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
視
点
で
見
る
と
、

街
の
道
路
も
そ
う
だ
。
平
気

で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自

転
車
が
停
め
ら
れ
て
い
た
り
、

荷
物
が
置
か
れ
て
い
た
り
…

…
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ

て
も
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、

な
い
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の

だ
。 

　
自
分
の
こ
と
で
忙
し
い
私

達
は
忘
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、

一
つ
の
命
を
失
う
こ
と
に
な

り
兼
ね
な
い
こ
と
も
…
…
。 

　本校は、創立以来130年、明治、大正、昭和、平成の時代を経て、

輝かしい伝統と優れた校風を受け継ぎ今日にいたっています。しかし、

平成22年度をもって閉校します。この間、6千有余名の卒業生を輩出

していますが、「おきな坂」「すくすく山」（校地に隣接する里山）

での思い出は全ての卒業生の心に深く刻まれていることと思います。 

　来る3月24日（木）には、「白木小学校最後の一日」を本校に縁の

ある多くの方々と過ごすために、10：30より閉校式典ならびにお別れ

会を行います。式典では、開校以来のあゆみを「母校、白木小学校と

ともに」と題して全校児童が発表しますのでご期待下さい。また、卒

業写真や閉校記念誌、DVDを見ながら昔の思い出を語り合ったり、「お

きな坂」を久しぶりに竹馬の友と歩いたりされてはいかがでしょうか。

更に、4月より新たに「筑南小学校」児童となる後輩達に、励ましのお

言葉をかけていただければ幸いです。 

　詳細は電話0943-35-0014（白木小学校）におたずねください。 

楽しい仲間たち楽しい仲間たち楽しい仲間たち 八女市立長峰小学校 
6年1組 

 川h病院医師　日 吉 澄 之  花の山旅 ⑤ 

　
ま
ず 

つ
ま
ん
で
確
認
し
た
鼻
を
画

面
の
中
央
に
描
く 

人
間
の
顔
を
鼻
か

ら
描
き
始
め
た
経
験
は
あ
お
い
君
に

は
無
い 

初
経
験
は
す
べ
て
冒
険 

子

ど
も
は
冒
険
が
大
好
き 

「
わ
ー
っ
」

歯
を
剥
き
出
し
て
笑
っ
た 

そ
の
大
き

な
口
と
歯
を
描
い
て 

つ
ぎ
に
目 

そ

れ
か
ら
顔
全
体
に
耳
を
描
い
た
ら
余

白
は
ほ
ん
の
す
こ
し 

そ
こ
に
満
足
の

も
ろ
手
の
万
歳  

　
十
五
分
で
描
き
上
げ
た
自
画
像
で

あ
る 

　
植
物
の
花
と
「
鼻
」
葉
と
「
歯
」

芽
と
「
目
」
実
と
「
耳
」
と
は
日
本

語
の
は
じ
ま
り 

　
日
本
を
代
表
す
る
国
文
学
者
中
西

進
先
生
の
教
え
の
受
け
売
り
だ
が
　

そ
ん
な
話
に
「
ふ
ー
ん
」
と
疑
う 

子

ど
も
の
成
長
は
疑
い
か
ら
は
じ
ま
る 

　
自
然
と
自
己
の
結
び
付
き
を
自
画

像
か
ら
発
見
す
る
の
も
美
術
教
育
と

思
う 

杉
山
絵
の
教
室
　
杉
山
亞
土 

gallery
街かど 

黒木西小学校一年 

内藤あおい 

ゴ
ッ
ホ
展 

　
　
自
画
像
最
優
秀
賞 

さようなら白木小学校 
　ありがとう白木小学校 

130年の歴史に幕 
2011.3.24

　12月、3郡山系砥石山、鬼岩山を縦走した時、下の林道でヒヨドリ

ジョウゴの赤い実が珊瑚か真珠のように輝いていました。赤く熟した

実はひよどりが好んで食べるところからついた名前です。上戸（じょ

うご）とは、下戸（げこ）の反対で好き

とかこのむと言う意味で、酒をのみなが

ら笑う人を笑い上戸と言います。茄子科

のヒヨドリジョウゴは真っ赤で鳥を誘い

ますが、実は苦く有毒だそうです。山を

歩いているとこの実を時々見ますが、ひ

よどりがつついているのを見たことがあ

りません。 

釣
り 

釣
り 

釣
り 

気
忙
し
く
生
活
す
る 

私
達
の
陰
で 森

　
志
穂 

　
長
峰
小
学
校
の
６
年
１
組
（

31
名
）
が
、
３
月
21
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
「
ロ
ー
プ

ジ
ャ
ン
プ
　
小
学
生
　
大
な

わ
と
び
No.
１
決
定
戦
　
決
勝

大
会
」
へ
の
進
出
を
決
め
ま

し
た
。 

　
「
卒
業
前
に
ド
ラ
マ
を
創

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ロ

ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
は
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
な
い
と
跳
べ

ま
せ
ん
。
絆
が
強
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
練
習
を
し
て
い
て
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
よ
う

に
な
り
、
自
分
自
身
を
高
め

る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
ク
ラ
ス
担

任
の
大
坪
初
次
郎
教
諭
（
教

員
歴
32
年
）
は
、
柔
和
な
表

情
で
語
り
ま
す
。 

　
練
習
風
景
を
見
る
た
め
に
、

学
校
の
昼
休
み
に
体
育
館
へ

向
か
っ
た
の
で
す
が
、
外
ま

で
聞
こ
え
て
く
る
速
く
て
規

則
性
の
あ
る
「
ド
ン
、
ド
ン
、

ド
ン
、
ド
ン
」
と
い
う
大
き

な
音
に
、
「
え
っ
？
こ
ん
な

に
速
く
跳
ぶ
の
？
」
と
ま
ず

ビ
ッ
ク
リ
。
想
像
以
上
に
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
ま
た
、

全
国
大
会
出
場
と
も
な
れ
ば
、

ピ
リ
ピ
リ
し
た
ム
ー
ド
で
猛

練
習
だ
ろ
う
か
と
思
い
き
や
、

子
供
た
ち
の
明
る
い
笑
い
声

が
絶
え
な
い
元
気
な
雰
囲
気
。 

　
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
、
き
つ
い
練
習
を
乗
り
越

え
ら
れ
た
の
が
良
か
っ
た
」

「
ひ
っ
か
か
っ
た
時
に
、
み

ん
な
が
ド
ン
マ
イ
と
声
を
か

け
て
く
れ
た
の
で
へ
こ
ん
だ

り
せ
ず
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思

っ
た
」
「
練
習
し
て
い
る
う

ち
に
、
み
ん
な
が
ど
ん
ど
ん

う
ま
く
な
っ
て
い
く
の
で
、

ぼ
く
も
置
い
て
行
か
れ
な
い

よ
う
に
練
習
す
る
の
が
き
つ

か
っ
た
」
「
ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン

プ
は
、
競
技
人
数
が
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
な
れ
な
い
人
が
11
名
い

て
、
ク
ラ
ス
全
員
が
競
技
に

出
ら
れ
な
い
の
が
つ
ら
い
」

な
ど
、
子
供
た
ち
は
練
習
を

通
じ
て
様
々
な
想
い
を
抱
き

な
が
ら
、
確
実
に
成
長
を
し

て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
来
月
の
決
勝
大
会
に
向
け
、

チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
九

州
大
会
で
は
、
練
習
で
出
な

か
っ
た
ぐ
ら
い
の
力
が
出
た

の
で
、
全
国
大
会
で
は
練
習

を
が
ん
ば
っ
て
、
そ
れ
以
上

の
力
が
出
せ
る
と
い
い
」
と

い
う
抱
負
を
胸
に
、
チ
ー
ム

を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。 

　
頑
張
れ
！ 

　
長
峰
小
６
年
１
組
！！ 

（
大
坪
　
エ
ミ
） 
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ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 
" one-way or round-trip? "
片道ですか、それとも往復ですか？ 

その
 

15 

　前回は、ツアーの申し込みをするために「何時に～しますか？」
と聞きながら、現地発のドールプランテーションへの日帰りツ
アーに申し込みました。 
　今回は、現地（オハフ島）からビッグアイランド（ハワイ島）
へのショートトリップに臨みます。今回は飛行機の予約です。 
A) I'd like to reserve a flight for Kona on the Big 
　 Island.  
　（ビッグアイランドへのフライトを予約したいのですが） 
B) OK!  When are you planning to go? 
　（わかりました。いつのご予定ですか？） 
A) Coming this Friday. March 4th. I'd like to leave in 
　 the morning. 
　（今週の金曜日です。3月4日です。午前中に出発したいのですが）
B) Let me check … 
　  A flight leaving at 10am is available. Would you 
　 like a one-way or round-trip ticket?
　（調べてみますね。10時発の便が可能です。片道ですか、それとも往復ですか？）
A) Round-trip, please. I would like to come back on 
　 Mach 6th, Sunday.
　（往復をお願いします。3月6日に戻る予定です。日曜日です。） 
B) All right. You would be departing Kona at 1:30pm, 
　 on Sunday, March 6th. Is that OK? 
　（わかりました。午後1：30コナ空港発でいいですか？） 
A) Sounds good. 
　（いいです） 
B) Leaving for Kona at 10am on Friday March 4th and 
　 coming back at 1:30pm at Kona on Sunday, March 
　 6th. Round-trip ticket. Is that correct?
　（3月4日午前10：00コナへご出発で、3月6日の日曜日、午後 
　　1：30現地発の往復でよろしいですか？） 
A) Right!
（いいです！） 
（その14）のフレーズ復習 
What time～? （何時に～しますか？） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

　
山
村
の
も
つ

自
然
環
境
の
中

で
の
生
活
を
通

じ
豊
か
な
情
操

を
育
む
と
と
も

に
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
や
地

域
の
人
々
と
の

か
か
わ
り
合

い
、
そ
し
て
日

常
生
活
で
の

様
々
な
体
験
の

中
で
現
代
社
会

に
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
「
心
の
豊

か
さ
」
「
生
き

る
力
」
な
ど
を

共
に
学
び
合
う
こ
と
を
目
的

に
、
矢
部
村
で
は
平
成
17
年

度
か
ら
山
村
留
学
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

　
毎
年
４
〜
６
名
の
子
ど
も

た
ち
が
古
民
家
の
山
村
留
学

セ
ン
タ
ー
お
お
そ
ま
自
然
の

家
で
共
同
生
活
を
行
い
な
が

ら
、
年
間
様
々
な
自
然
体
験
・

農
業
体
験
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

　
筍
堀
り
、
お
茶
摘
み
、
い

ち
ご
狩
り
、
田
植
え
、
川
遊

び
、
稲
刈
り
、
い
も
堀
り
、

雪
遊
び
な
ど
矢
部
村
の
四
季

が
満
喫
で
き
ま
す
よ
。 

　
問
い
合
わ
せ
先
　
杣
の
里

山
村
留
学
推
進
会
（
矢
部
小

学
校
　
野
崎
）
０
９
４
３
―

４
７
―
２
０
６
３ 

  

　
小
川
の
水
も
ぬ
る
ん
で
き

た
、
早
春
の
一
日
、
立
花
町

に
お
い
し
い
天
然
水
が
湧
い

て
い
る
と
聞
き
訪
ね
ま
し
た
。

立
花
町
自
慢
の
梅
を
眺
め
な

が
ら
国
道
三
号
線
を
南
下
、

熊
本
と
の
県
境
小
栗
峠
の
近

く
「
地
下
湧
水
、
天
然
ア
ル

カ
リ
水
」
の
の
ぼ
り
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
ご
主
人
の
中

村
武
雄
さ
ん
に
お
話
し
を
聞

き
ま
し
た
。 

▼
水
は
い
つ
か
ら
出
て
い
ま

　
す
か
？ 

　
平
成
15
年
自
家
飲
料
用
に

ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
た
時
、

偶
然
湧
き
出
し
ま
し
た
。
保

健
所
で
水
質
検
査
を
し
た
所

飲
料
に
非
常
に
適
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
折
角

お
い
し
い
水
が
出
た
の
だ
か

ら
多
く
の
人
に
飲
ん
で
も
ら

お
う
と
「
た
ち
ば
な
湧
水
」

と
命
名
し
ま
し
た
。
以
来
八

年
間
水
は
涸
れ
る
こ
と
も
、

濁
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
23
年
１
月
17
日
の
水
質

検
査
票
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｈ
値
8.0
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
値
73
と
あ
る
。

こ
の
辺
に
旨
い
水
の
秘
密
が

あ
る
の
か
も
。 

▼
お
客
さ
ん
は
ど
こ
か
ら
？ 

　
口
コ
ミ
で
広
が
り
今
は
八

女
地
区
以
外
に
北
九
州
、
小

郡
、
熊
本
、
大
分
か
ら
も

リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
話
し
を
聞
い
て

い
る
間
に
も
福
岡
、
熊
本

ナ
ン
バ
ー
の
車
が
ポ
リ
容

器
を
い
く
つ
も
積
ん
で
く

る
。
顔
馴
じ
み
ら
し
く
会

話
も
は
ず
ん
で
い
る
。
ご

は
ん
を
炊
い
て
も
、
お
茶

や
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
て
も

お
い
し
い
、
血
圧
が
下
が

っ
た
、
血
糖
値
が
下
が
っ

た
等
と
い
う
声
を
聞
く
た

び
に
少
し
は
お
役
に
立
っ
て

い
る
の
か
と
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。 

　
生
命
の
源
泉
、
水
の
大
切

さ
に
関
心
が
高
ま
る
中
「
た

ち
ば
な
湧
水
」
を
求
め
る
人

が
増
え
て
い
る
の
も
納
得
で

き
た
。
20
Ｌ
に
つ
き
１
０
０

円
の
管
理
料
が
必
要
、
詳
し

く
は
観
楽
園
（
立
花
町
上
辺

春
、
電
話
９
４
３
―

３
６
―

０

２
１
１
） 

た
ち
ば
な
湧
水 

2週間分の水を汲みに来られた植木町の宮嵜さんご家族 

山
登
り
だ
よ
人
生
は
！ 

　
昨
年
末
か
ら
冬
将
軍
は
勢

力
が
強
く
九
州
北
部
も
例
年

に
な
く
雪
が
多
い
。
唱
歌

「
雪
」が
発
表
さ
れ
て
今
年
で

１
０
０
年
に
な
る
そ
う
だ
。

〔
雪
や
こ
ん
こ
、
あ
ら
れ
や

こ
ん
こ
〕
子
供
の
こ
ろ
は
「
こ

ん
こ
ん
」
と
歌
っ
て
い

た
が
「
こ
ん
こ
」
が
本

当
で
「
来
い
来
い
」
が

語
源
だ
そ
う
だ
。 

　
さ
て
日
本
海
側
の
豪

雪
地
帯
に
は
気
の
毒
だ

が
、
絶
好
の
冬
山
登
山

で
あ
る
。
最
初
は
阿
蘇

山
最
高
峰
を
め
ざ
し
た

が
、
車
輛
通
行
止
め
に

遭
い
仕
方
な
く
草
千
里

か
ら
杵
島
岳
へ
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
標

高
差
３
０
０
ｍ
を
１
時

間
か
け
て
山
頂
着
と
な
り
、

豪
快
に
噴
煙
を
上
げ
る
中
岳

に
向
か
っ
て
、
今
年
の
山
の

安
全
を
祈
り
ま
し
た
。 

八
女
文
化
連
盟
写
真
部 

樋
口
清
人 

冬
将
軍
の
到
来
　
阿
蘇
山
系
杵
島
岳 （１

３
２
６
ｍ
） 

四
季
を
体
で
感
じ
ま
せ
ん
か
？ 

活
気
に
満
ち
た
多
感
な
小
学
生
に
山
村
留
学
を 

 

                 

　
春
、
一
番
先
に
顔
を
出
す
か
ら
、

春
の
使
者
と
も
言
わ
れ
る
蕗
の
薹
。 

　
蕗
の
薹
の
ほ
ろ
苦
さ
は
、
思
い

出
の
中
に
あ
る
母
の
小
言
の
味
と

重
な
っ
て
く
る
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

　出前講座で勉強　　　　　　　　八女農業高校 
　農校生としての専門性を深め、「農業」に対する興味を高めるために、１

月31日八女普及指導センター職員の方に、生産技術科２年生に対して出前

講座を実施していただきました。講座の内容は講義（土壌の基礎と土作りに

ついて）と簡易実験（本校圃場の土のPＨやＥＣメーターを用いた測定）で

した。プロジェクターを使って説明されましたので、たいへんわかりやすく、

また、グループ毎に実験の指導をされましたので理解が深まり、とても充実

した学習内容でした。 

 

３月の八女農みらい館開館日 

　４日（金）、８日（火）、11日（金）、

15日（火）、22日（火）25日（金）、29日（火） 

　販売時間は、10時30分～12時30

分です。 

  多くの皆様のお越しを心からお待

ちしています。 

陽
だ
ま
り
の
中
で 

　
仲
良
く
、 

　
　
ど
ろ
ん
こ
遊
び 

 

子
ど
も
は 

　
家
庭
の
宝 

　
　
地
域
の
宝 

　
　
　
　
国
の
宝 高

山
隆
子 
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oupon
クーポン 

このクーポン持参で 

入浴無料 
サービス 

入浴無料 
サービス 

 
 
お一人一枚のみ使用できます 
2011年3月末日迄有効です 

当店でご飲食のお客様 
お一人一枚のみ使用できます 
ご注文時にお渡し下さい 
2011年3月末日迄有効です 

毎週木曜日は店休日 

八女市蒲原186番地 
TEL.0943-24-5825 
営業時間／10：00～23：00

不動温泉八女 
源泉かけ流し 

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
冷
涼
な
気

候
を
好
み
、
15
〜
24
℃
の
気

温
で
最
も
よ
く
育
ち
、
植
え

付
け
が
早
過
ぎ
る
と
晩
霜
害

に
遭
い
、
遅
過
ぎ
る
と
腐
敗

い
も
が
増
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
植
え
付
け
時
期
は
「
梅

の
花
が
咲
き
終
わ
り
、
土
の

ぬ
く
も
り
が
感
じ
始
め
ら
れ

る
こ
ろ
」
が
目
安
で
、
八
女

地
域
で
は
２
月
中
旬
〜
３
月

上
旬
が
植
え
付
け
の
適
期
に

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
植

え
付
け
る
と
、
５
月
下
旬
か

ら
梅
雨
前
の
６
月
上
旬
に
収

穫
で
き
ま
す
。 

　
植
え
つ
け
て
か
ら
３
ヶ
月

で
収
穫
で
す
が
、
そ
の
間
に

イ
モ
は
約
15
倍
に
な
り
、
奇

麗
な
花
も
咲
か
せ
ま
す
。
最

近
は
色
ん
な
用
途
の
品
種
が

出
て
い
る
の
で
、
数
種
類
の

品
種
を
植
え
付
け
て
「
作
る

楽
し
み
、
観
る
楽
し
み
、
食

べ
る
楽
し
み
」
が
可
能
で
す
。 

　
例
え
ば
、
①
男
爵
は
粉
質

で
コ
ロ
ッ
ケ
等
に
適
し
、
花

は
淡
赤
紫
色
。
②
メ
ー
ク
イ

ン
は
肉
質
が
粘
質
で
、
煮
崩

れ
し
に
く
く
シ
チ
ュ
ー
や
カ

レ
ー
等
に
適
し
、
花
は
白
斑

付
き
の
紫
色
。
そ
の
他
に
面

白
い
の
が
、
③
キ
タ
ア
カ
リ

…
粉
質
で
肉
質
は
淡
黄
色
で

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
豊
富
。
食
味
良

好
。
花
は
赤
紫
色
。
④
さ
や

か
…
多
収
で
で
ん
粉
が
少
な

く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
サ
ラ
ダ

に
適
。
花
色
は
白
。
⑤
イ
ン

カ
の
め
ざ
め
…
収
量
は
少
な

い
が
、
濃
黄
色
の
肉
色
で
栗

の
様
な
良
食
味
。
花
色
は
淡

紫
色
。
今
年
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

で
三
つ
の
楽
し
み
を
！ 

福
岡
農
業
大
学
校 

非
常
勤
講
師
　
林
　
三
徳 

八女茶で健康 

やめ茶丸 

        

た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
を
見
て 

深
蒸
し
茶
の
健
康
パ
ワ
ー 

 

　
１
月
12
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放

送
さ
れ
た
「
た
め
し
て
ガ
ッ

テ
ン
」
を
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

番
組
で
は
静
岡
県
掛
川
市
の

深
蒸
し
茶
の
健
康
に
対
す
る

効
果
が
中
心
で
し
た
。 

①
ガ
ン
の
死
亡
率
の
低
い
町

　
は
緑
茶
の
産
地
が
多
く
手

　
軽
に
沢
山
飲
ん
で
い
る
こ

　
と
。 

②
日
光
が
良
く
当
た
り
カ
テ

　
キ
ン
含
有
率
が
高
い
お
茶

　
を
沢
山
飲
ん
で
い
る
所
は

　
ガ
ン
死
亡
率
が
低
い
。 

③
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
で

　
の
死
亡
率
が
低
い
。 

④
生
活
習
慣
病
が
少
な
く
医

　
療
費
が
他
町
村
よ
り
か
か

　
ら
な
い
。 

⑤
毎
日
急
須
で
入
れ
た
お
茶

　
６
０
０
ml
相
当
の
緑
茶
の

　
濃
厚
エ
キ
ス
を
飲
ん
だ
方
々

　
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
が
減
少
し
、
ウ
エ
ス
ト
も

　
減
少
し
た
。 

⑥
腸
内
環
境
は
善
玉
菌
が
増

　
加
し
、
改
善
さ
れ
た
。 

　
要
約
す
る
と
以
上
で
す
が
、

掛
川
の
深
蒸
し
茶
は
茶
葉
が

こ
わ
れ
て
粉
末
状
の
も
の
が

浮
遊
し
て
い
る
状
態
で
す
。

茶
を
飲
ん
だ
と
き
に
茶
の
葉

を
食
べ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

普
通
蒸
し
の
お
茶
よ
り
健
康

に
対
す
る
効
果
が
高
い
の
で

す
。
ガ
ッ
テ
ン
で
は
、
茶
葉

を
す
り
鉢
で
ペ
ー
ス
ト
状
に

し
て
飲
む
と
効
果
的
で
あ
る

と
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
毎
日
実
行
す
る
の
は

大
変
で
す
。
八
女
茶
に
も
深

蒸
し
茶
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

水
色
（
急
須
で
い
れ
た
と
き

の
お
茶
の
色
）
が
黄
色
で
は

な
く
て
グ
リ
ー
ン
を
し
て
い

る
お
茶
が
深
蒸
し
茶
で
す
。

今
日
か
ら
深
蒸
し
茶
を
飲
ん

で
、
健
康
増
進
と
医
療
費
削

減
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。 

福
岡
県
茶
業
振
興
推
進
協
議
会 

事
務
局
長
　
中
村
　
晋
一
郎 

八
女
の
宝
物 

    

八
女
中
央
大
茶
園 

八
女
市
忠
見
本 

 

　
八
女
と
言
え
ば
八
女
茶
、

八
女
茶
と
言
え
ば
八
女
中
央

大
茶
園
（
通
称 

県
パ
＝
県

営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
）
は
八

女
観
光
を
代
表
す
る
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
で
あ
る
。
遠
来
の

客
に
は
先
ず
こ
こ
に
案
内
す

れ
ば
感
動
す
る
こ
と
間
違
い

な
し
。
茶
所
八
女
の
ア
ピ
ー

ル
度
は
強
烈
で
あ

る
。
四
月
と
も
な

れ
ば
新
茶
摘
み
の

多
く
の
人
で
賑
わ

う
。
１
月
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
た
め
し

て
ガ
ッ
テ
ン
で
緑

茶
の
効
用
が
放
映

さ
れ
て
以
来
八
女

茶
に
更
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。

頂
上
ま
で
茶
畑
の

中
を
縫
っ
て
走
る

道
路
は
舗
装
さ

れ
、
頂
上
は
整
地

さ
れ
て
い
る
。

（
ト
イ
レ
設
備
あ

り
）
桜
の
大
木
、
若
木
数
十

本
が
植
栽
さ
れ
、
桜
の
時
期

こ
こ
は
新
緑
の
海
に
浮
か
ぶ

桜
の
花
園
と
な
る
。
心
地
よ

い
春
の
風
、
茶
園
の
ウ
ェ
ー

ブ
が
幾
重
に
も
波
打
つ
よ
う

に
広
が
り
、
防
霜
フ
ァ
ン
が

の
ど
か
に
回
転
し
て
い
る
。

正
面
に
矢
部
川
が
帯
状
に
光

り
、
飛
形
の
稜
線
が
や
さ
し

い
姿
を
見
せ
る
。
天
候
に
恵

ま
れ
れ
ば
有
明
海
、
多
良
岳
、

普
賢
岳
、
天
山
、
脊
振
山
と

３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
展

開
す
る
。
（
頂
上
の
説
明
パ

ネ
ル
）
今
回
は
茶
園
の
中
を

頂
上
ま
で
車
で
一
気
に
登
っ

た
が
、
で
き
れ
ば
野
鳥
の
さ

え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
芽

ぶ
い
た
新
茶
の
香
り
の
中
を

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
登
り
た
い
。
頂
上
で
の

満
足
感
は
格
別
で
あ
ろ
う
。 

　「
三
徳
の
家
庭
菜
園
」　  

② 

<種イモ>

形が整い、芽が大きくなっていないイモを選ぶ 

1片が40g前後で、それぞれ 
2～4個の芽を確保するよう 
に頂芽部を中心に縦に切る 

A

八
女
地
区
春
の
農
業
ま
つ
り 

日
時
／
３
月
５
日
（
土
）
〜

６
日
（
日
） 

場
所
／
日
通
ペ
リ
カ
ン
便
跡

地
（
八
女
伝
統
工
芸
館
北
側
） 

お
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｊ
Ａ
八

女
地
区
セ
ン
タ
ー 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
７
５
１
１ 

A

八
女
市
東
・
西
公
民
館
、地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
利
用
者
作

品
発
表
会 

　
八
女
市
東
・
西
公
民
館
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
サ
ー

ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
や
「
ふ
く
お
か
高
齢
者

は
つ
ら
つ
活
動
拠
点
事
業
」

の
翔
年
大
学
及
び
公
民
館
短

期
講
座
の
受
講
生
に
よ
る
水

墨
画
、
書
道
、
絵
画
、
写
真
、

手
工
芸
、
川
柳
、
短
歌
、
俳

句
な
ど
を
発
表
展
示
し
ま
す
。 

日
時
／
３
月
12
日（
土
）午
前

９
時
〜
午
後
５
時 

３
月
13
日（
日
）午
前
９
時
〜

午
後
４
時 

場
所
／
八
女
市
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー 

問
合
せ
先
／
八
女
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
５
３
３
２ 

A

福
岡
県
知
事
選
挙
公
開
討

論
会
　
〜
あ
な
た
の
想
い
が

福
岡
県
を
動
か
す
〜 

　(

公
社)

日
本
青
年
会
議
所 

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、

県
民
が
福
岡
県
の
明
る
い
未

来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

し
て
、
県
知
事
選
挙
立
候
補

予
定
者
に
よ
る
公
開
討
論
会

を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
、
奮

っ
て
の
ご
参
加
を
！ 

日
時
／
３
月
18
日(

金) 

19
時 

会
場
／
ア
ク
ロ
ス
福
岡 

入
場
無
料 

お
問
い
合
わ
せ
　
事
務
局 

1
０
９
２
―
２
６
３
―
６
３
３
３ 

A

川
　
病
院『
ミ
ニ
健
康
教
室
』 

日
時
／
３
月
26
日（
土
）14
時

〜
15
時 

場
所
／
川
　
病
院
５
階
第
１

会
議
室 

テ
ー
マ
／
水
中
運
動
（
リ
ハ

ビ
リ
）の
話（
仮
題
） 

講
師
／
樋
口
寛
二
（
健
康
運

動
指
導
士
） 

参
加
費
／
無
料 

定
員
／
40
名 

〈
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
〉 

川
h
病
院 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
３
０
０
５ 

担
当
／
樋
口
・
石
内 

A

杉
山
洋
個
展 

　
併
・
秋
山
朗
異
を
偲
ぶ
展 

日
時
／
３
月
30
日（
水
）〜
４

月
３
日（
日
） 

会
場
／
石
橋
美
術
館 

１
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
無
料 

ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

八
女
警
察
署
か
ら 

 

　
先
日
粕
屋
町
に
お
い
て
、
飲
酒
運
転

に
よ
る
事
故
で
高
校
生
２
名
が
犠
牲
に

な
り
ま
し
た
。 

　
５
年
前
の
夏
、
福
岡
市
で
幼
児
３
名

が
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
悲
惨
な
事

故
は
皆
さ
ん
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
管
内
で
は
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
１
件
発
生
、
今
年
に

入
り
す
で
に
３
名
を
飲
酒
運
転
で
逮
捕
し
て
い
ま
す
。 

　
飲
酒
し
た
ら
、
絶
対
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
前
日
に
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
た
な
」
と
思
っ
た
時
も
同
じ
で
す
。

二
日
酔
い
状
態
で
の
運
転
も
飲
酒
運
転
に
な
り
ま
す
。
八
女

警
察
署
で
は
飲
酒
運
転
撲
滅
を
目
指
し
て
厳
し
く
取
り
締
ま

り
ま
す
。 

呟き 

   

　
新
聞
で
ま
た
も
や
盲
目
の

人
が
電
車
の
ホ
ー
ム
か
ら
転

落
し
た
と
い
う
記
事
。
最
近

多
い
。
朝
の
人
ご
み
ラ
ッ
シ

ュ
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
わ
か

り
に
く
か
っ
た
ら
し
い
。 

　
子
ど
も
達
が
学
校
で
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
習
っ
た
。

産
地
の
食
材
を
売
っ
て
い
る

『
道
の
駅
』
に
立
ち
寄
っ
た

時
の
こ
と
、
私
は
何
の
気
に

も
留
め
ず
に
店
の
入
口
を
歩

い
て
い
る
と
、
「
こ
ん
な
所

に
も
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る

よ
！
で
も
こ
れ
じ
ゃ
、
目
が

見
え
な
い
人
は
ぶ
つ
か
る
ん

じ
ゃ
な
い
と
？
」
と
、
子
ど

も
達
が
言
う
。
見
る
と
、
親

切
に
店
の
前
の
通
路
に
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
が
施
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
途
中
、
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
上
に
、
お
客
さ
ん
が

座
っ
て
寛
ぐ
よ
う
に
と
バ
ン

コ
が
出
さ
れ
て
い
た
。
き
っ

と
私
だ
け
だ
っ
た
ら
気
づ
か

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
涼
し
い

顔
を
し
て
そ
こ
に
座
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ッ
と
、

子
ど
も
に
教
え
ら
れ
た
出
来

事
だ
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
視
点
で
見
る
と
、

街
の
道
路
も
そ
う
だ
。
平
気

で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自

転
車
が
停
め
ら
れ
て
い
た
り
、

荷
物
が
置
か
れ
て
い
た
り
…

…
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ

て
も
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、

な
い
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の

だ
。 

　
自
分
の
こ
と
で
忙
し
い
私

達
は
忘
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、

一
つ
の
命
を
失
う
こ
と
に
な

り
兼
ね
な
い
こ
と
も
…
…
。

気
忙
し
く
生
活
す
る 

私
達
の
陰
で 森

　
志
穂 

森
　
志
穂 

        

　
新
聞
で
ま
た
も
や
盲
目
の

人
が
電
車
の
ホ
ー
ム
か
ら
転

落
し
た
と
い
う
記
事
。
最
近

多
い
。
朝
の
人
ご
み
ラ
ッ
シ

ュ
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
わ
か

り
に
く
か
っ
た
ら
し
い
。 

　
子
ど
も
達
が
学
校
で
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
習
っ
た
。

産
地
の
食
材
を
売
っ
て
い
る

『
道
の
駅
』
に
立
ち
寄
っ
た

時
の
こ
と
、
私
は
何
の
気
に

も
留
め
ず
に
店
の
入
口
を
歩

い
て
い
る
と
、
「
こ
ん
な
所

に
も
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る

よ
！
で
も
こ
れ
じ
ゃ
、
目
が

見
え
な
い
人
は
ぶ
つ
か
る
ん

じ
ゃ
な
い
と
？
」
と
、
子
ど

も
達
が
言
う
。
見
る
と
、
親

切
に
店
の
前
の
通
路
に
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
が
施
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
途
中
、
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
上
に
、
お
客
さ
ん
が

座
っ
て
寛
ぐ
よ
う
に
と
バ
ン

コ
が
出
さ
れ
て
い
た
。
き
っ

と
私
だ
け
だ
っ
た
ら
気
づ
か

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
涼
し
い

顔
を
し
て
そ
こ
に
座
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ッ
と
、

子
ど
も
に
教
え
ら
れ
た
出
来

事
だ
っ
た
。 

　
こ
う
し
た
視
点
で
見
る
と
、

街
の
道
路
も
そ
う
だ
。
平
気

で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自

転
車
が
停
め
ら
れ
て
い
た
り
、

荷
物
が
置
か
れ
て
い
た
り
…

…
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ

て
も
意
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、

な
い
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の

だ
。 

　
自
分
の
こ
と
で
忙
し
い
私

達
は
忘
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、

一
つ
の
命
を
失
う
こ
と
に
な

り
兼
ね
な
い
こ
と
も
…
…
。 

気
忙
し
く 

　
生
活
す
る 

　
　
私
達
の
陰
で 


